
■Аー2 実施体制
豊富な公共実績のある県内代表企業を中心に、市内２社の地域理解度や既存信頼関係を活かした
「県内技術力×地元密着力」のベストミックスチームです。
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【様式6ー1】事業計画の提案に関する項目、建設・工事監理業務に係る事項
■Аー1 事業実施方針

『Ｎｏt ａ ｓｃｈｏｏｌ』
①事業目的と実施方針・計画
本事業は、築58年を超える老朽化した校舎の改築と公民
館機能の複合化により、学習環境の改善と地域コミュニティ
の活性化をあわせて実現することを目的としています。「学校
三部制」の考え方（学校教育・学童保育・地域活動への開
放）を基本に、児童にとっては「毎日通うのが楽しみになる学
校」、地域にとっては「世代を超えて人が集まり、学びあえる
場」となる『みんなの楽校』づくりを進めていきます。
人口減少が進む中においても、地域の思いや多様な利用
ニーズに応えることのできるコミュニティ機能を備えた施設とする
ため、従来の学校の枠にとらわれない『Not a school』と
いう考え方を取り入れ、柔軟な空間づくり、さまざまな使い方
ができる施設構成、効率性にも配慮した設計により、長く親
しまれ、使い続けていただける施設を目指します。

②設計・建設の実施方針
建物は、鉄筋コンクリート造ではなく木造合理化工法
平屋建てとし、一般流通木材を用いることで、工期短縮
施工性・経済性・維持管理のしやすさを大切にします。耐
用年数は30年以上を想定し、可動式間仕切りによる多
目的利用、ICTへの対応、バリアフリー化、地域の歴史資
料の展示などを取り入れていきます。
また、学校運営を継続しながら工事を進めるため、児童
の動線を分離し、安全対策を徹底して行います。

③維持管理運営の工夫
可動式家具や用途転換しやすい設計とすることにより、
将来の児童数の変動や地域ニーズの変化にも柔軟に
対応できる施設とします。ZEB Readyを上回るNearly 
ZEBを目標とし、太陽光発電等の導入によりランニングコ
ストの削減を図ります。
さらに ICTを活用してセンサーやAIにより、クラウド型
空調コントロールシステムによる「見える化」や、近年の
猛暑に対応した暑さ指数(WBGT)の「見える化」を行
い、空調機・換気機器を連動運転させ、コスト縮減、業
務効率化等を図ります。

④児童・地域参画機会
事業開始前および着工前には、住民説明会として『み
んなの楽校説明会』を開催します。また、設計段階におい
ては、児童・教職員・地域住民の意見を反映する場として
『みんなの楽校デザイン会』を実施します。
さらに、着工前の『みんなの楽校地鎮祭』、工事中主要
工程での見学会、完成時の内覧会および取扱説明会へ
の参加など、すべての過程において主体的な参画の機会
を設ける取組として『みんなの楽校参観日』を実施して児
童や地域の皆様と共に創り上げていきます。

■Ｃー２ 工事監理業務に係る事項
①本施設の特性に応じた監理
・児童の安全を第一に考え、動線の分離や危険作業への配慮を重視して監
理を行います。
・授業や学校行事と工程の調整を図り、教育活動への影響ができるだけ少
なくなるよう配慮します。
・周辺住民の方の生活や地域の行事等にも配慮した監理を行います。

②着実に実施するための手順
・三段階検査（施工者検査→監理者確認→市立会承認→次工程

     移行）を基本とします。
・設計者が工事監理者を行うことで効果的な監理を実施します。
・設計意図を十分に理解した立場で監理を行うため、設計時の考え方

     や求める性能を大切な確認ポイントとして反映します。

・施工段階で生じる変更やVEの提案についても、設計意図との調和を
設計者自身が速やかに確認し、品質の維持に努めます。
・設計図書や仕上げ、寸法計画の狙いを踏まえ、細部の納まりや使い
やすさについても丁寧に確認します。
・ワンデーレスポンスを原則とし、問題の長期化を防止し、工期遅延リス
クを最小化します。

③品質確保のための重点監理
・構造、防水、設備など重要部分について、特に丁寧に確認を行います。
・設計意図に沿った仕上げや寸法、性能が確保されているかを現場で

     ひとつひとつ確認します。
・是正が必要な点については、写真や記録を活用し、分かりやすく透明
性のある品質管理を行います。

■Аー３ 工程計画（詳しくは「Аー１④児童・地域参画機会」を参照ください。）
学校及び地域行事への配慮。木造合理化工法採用による工期短縮。土日祝日は休工。工事動線の安全確保の徹底。低騒音作業機械の採用。

■Аー４ リスクマネジメント
①天理市内の施工業者並びに天理市内の

    設計業者が応募グループの一員です。

②天理市内の業者による受注額の合計は、事業費の15％以上を予定して
おり、基礎工事・木工事・サッシ工事・外構工事のほか、設計費および工事監理費の
一部を含んでおります。

③生コンクリートや建築資材につきましては、可能な限り地元の販売店から調達する
ことで、地域経済への貢献にも努めてまいります。
本事業では『みんなの楽校説明会～デザイン会～地鎮祭～参観日』を順に開
催し、計画の初めから完成まで、地域の皆様と対話する機会を大切にしてまいります。
ひとつひとつの取り組みを通じて、学校づくりを身近に感じていただき、地域に親しまれ
る「みんなの楽校」となるよう、真摯な姿勢で進めてまいります。
また、本事業に参画する市内建設企業T社、市内設計企業K社、県内設計企業H
社は、いずれも建築士会天理支部の役員として活動しており、「天理市みんなの学
校プロジェクト」にも早い段階から関わってまいりました。
これまでの経験や実績を大切にしながら、市の考え方や地域の皆様のお声に丁
寧に耳を傾け、本事業においても、安心してお任せいただけるよう、誠実に取り組んで
まいります。

■Ｃー１ 建設業務に係る事項
①工事期間中の安全への配慮
・工事エリアと学校利用エリアの動線を完全に分離します。
・通学時間帯の聞き取りと交通量調査を行い、工事車両の運
行を計画的に実施します。
・案内サインで歩行者と工事車両の動線を明確化します。
・ひらがなの掲示物、イラスト、LEDチューブライトで分かりやすく

      注意喚起を行います。

②工事期間中の学習への配慮
・木造合理化工法の採用により、住宅工事並みの低騒音での
工事が可能となります。
・学校行事と工程を調整し、低騒音機械の使用と時間厳
守で影響を最小限に抑えます。

③工事期間中の近隣住民への配慮
・現場の状況、作業員などを「見える化」「見せる化」します。
・作業時間を守り、地域行事時は作業調整・休止を行います。
・渉外担当者を配置し、ご意見には迅速に対応し、改善内
容を市へ報告します。
・泥落としプール+タイヤ洗浄機で周辺の美化に努めます。
・定期的に学校や近隣向けの工事報告書を配布します。
・学校HPと連携して工事写真を提供し、「見せる化」をします。
④品質管理への工夫
・木造合理化工法を採用することにより、横架材に鉄骨と木の
複合梁を使用し、施工の高精度と高強度、
高品質を図ります。
・工程別チェックとクラウド写真記録により、
市と情報をリアルタイムで共有します。
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①木造合理化工法平屋建ての採用によるリスク対応
工期安定性 基礎工事大幅減による余裕工程

→不測事態吸収、作業員の長時間労働防止
品質管理 工場プレカット材使用→現場加工ミス削減

②要求水準達成のためのリスク対応
設計各段階 要求水準チェックリスト照合
工事各工程 三段階検査(施工者→監理者→市立会)

③施工中の安全面におけるリスク対応
動線交錯 学校関係者と工事関係者と完全分離

警備員適切配置・登下校時の安全確保
近隣配慮 低騒音作業機械の採用と時間の遵守

学校・地域行事カレンダーの共有

④地域密着体制によるリスク対応
地元市内企業T社・K社を中心とした体制のもと、「みんなの

楽校参観日」を実施し、地域の皆様との信頼関係を大切にしな
がら、日頃から顔の見える関係づくりを進めることで、万が一の際
にも、迅速かつ安心していただける体制を整えてまいります。

管理者

クラウド

暑さ指数による
「見える化」

建設ＪＶ
代表企業Ｆ

市内企業Ｔ

県内某市新庁舎や教育施設など
の公共施設、その他福祉施設な
どの豊富な実績があり、市内での
実績も多数あります。

地元建設企業の代表者は一級建
築士の資格を有し、建設業に従事
するのみならず、地元の教育現場
やまちづくりの活動にも力を入れて
います。具体的には、建築士会天
理支部の役員も務めるなど、地域
や行政に対する社会貢献にも積
極的に取り組んでおります。

設計・工事監理ＪＶ
市内企業Ｋ

県内企業Ｈ

地元・柳本町で創業61年の歴史
をもつ設計事務所として、長年にわ
たり地域社会とともに歩んできまし
た。柳本町の特色、地域の皆さ
まのニーズを理解しており、地域に
根ざしたきめ細やかな提案をいた
します。

県内各自治体の施設設計を数多
く手掛け、市内においても学校法
人の幼稚園・小学校・中学校・高
校・大学まで豊富な設計監理実
績を有しています。

設計時
の対話

建設時
の対話

天理市

学校等
児童・職員

地域

■Аー５ 地域社会・経済への貢献

分離

花火大会 柳灯会花火大会
柳灯会

花火大会さくら祭り さくら祭り

提案内容の整合確認
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多目的
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多目的

スペース

公民館機能

柳本リビング

ダイニング

学童保育所

に利用

子育て 
支援施設

地域活動に利用

◆第１部から第３部と災害時の様々な場面に柔軟に対応する平面計画

ブックセル
・収納ボックス

ライブラリー
セル

【フェーズフリー：被災後の生活】【３部：地域の活動エリア】
【２部：ストリートが学童保育所エリア】

ライブラリーセル

・ライブラリーセルや好きな場所で本を読むことが
できます。

・スロープが遊び場になります。
・スロープ下部には学童用収納スペースを設けます。

「小さく集まって」「広く散らばって」と、
いろいろな形態で学ぶことができる空間を
作ることを目標とします。

・公民館機能の柳本リビング・ダイニングではカラオケ部、
囲碁クラブ、俳句部、体操クラブ、華道、朝ごはんクラ
ブ、柳本郷土史会等などの活動をします。

・子育て支援施設では子育て中の親や先輩親との交流が
できます。

・多目的スペース（音と歴史探求のライブラリー）は地域
の方々が読書会、音楽鑑賞会、カラオケミニコンサー
トを開催する場所にもなります。

被災時には、可動家具（ライブラリーセルやブック
セル）によりプライバシーを確保してストリートを
避難場所として利用できます。教室は通常使用でき
ます。

♪ ♪

地域活動施設
（音と歴史探求のための

ﾗｲﾌ゙ ﾗﾘー ）

パーソナル
スペース（ﾍﾙｽｹｱﾙー ﾑ）

お昼寝ﾙｰﾑ

更衣室

手洗い

学びの場所 回復
（静かな場所）

みんなの場所が、ストリートを中心につながり、それぞれが
緩やかな距離感でマッシュアップ（融合）した空間にします

支援

体育館

◆教室は、可動家具や
可動建具で教育の編集
が可能な作りです。

学校菜園

特別教室棟
地域活動施設
（柳本ﾘﾋﾞﾝｸﾞ）

ﾓﾆﾀｰ

みまもり
ｽﾃｰｼｮﾝ

◆教室と運動場の間は、緑の階段
や準備スペースの前室を配置し、優
しく外部とつながります。寝っころ
がったりお話をしたり楽しい時間を
過ごせます。校舎をバックに記念撮
影のスポットになります。

柳本メディアセンター
紅葉してる

身長伸びた！

N
0 5 10ｍ

１階平面図1,707.70ｍ2
（渡廊下、ブリッジ除く）

駐車スペース

山の辺の道

◆職員室の先生もフリーアドレス
とパーソナルスぺースでフレキシ
ブルな働き方ができます。

◆地域の人々も子どもたちを広場
、渡り廊下、ギャラリー、地域連 
携スペースからみまもります。

◆子どもたちが作った
山の辺の道情報や自分たち
のまちの情報を展示し、
来訪者に紹介します。

放送スタジオ（DJブース）では
昼休み時間の音楽やお知らせ、
クイズなどを子どもたち自身が
リクエストを集めて放送します。
子どもが主役となり学校全体を
つなぐ場所です。

◆スロープによって、なめらかに
かつ立体的に屋上広場（柳本テ
ラス）と連結します。
スロープは遊具でもあり、実験装置
やギャラリーにもなります。

◆木の香り、木の手触り
で心和らぐ空間とします

◆ストリートは、学校の背骨となり
各室を連結させます。
アクセスビリティの高い双方向かつ
インクルーシブな空間にします。

◆多目的スペース（地域活動施設）や
歴史展示ギャラリーの内部空間と柳本
ゼロや大和塀ギャラリー、広場の外部
空間が一体化して「学びを発信する」
柳本メディアセンターを構成します。
地域と小学校だけでなく山の辺の道
来訪者にも小学生と地域の人自ら学習
を発信する拠点を目指します。

◆ストリートにはステージ、
ライブラリーセル、アルコーブや
可動家具を設置し、多様で可変か
つ柔軟な学習活動が可能です。

セキュリティーライン
（安心安全を守るための境界）

ー柳本からはじまるこども一人一人が主役の学校ー

【様式6ー２】Ｂ－１ 一人一人の子どもをまんなかにした楽しい学校づくり

Not a school

◆ストリートに面した支援教室は
他エリアとの繋がりを持ちつつ、
心身ともに落ち着くことのできる
小部屋スペースを持っています。

遊び
（楽しい場所）

緑の階段

DEN

DEN

支援

支援

教室教室 教室教室教室教室

前室 前室前室 前室前室 前室

前室

手足洗い場

【１部：学校教育の活動のためのエリア】 防災拠点施設

放送スタジオ

（柳本ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ）

（はなし場）
応接

DEN DEN DEN
わくわく開放廊下

みんなの
トイレ

屋外
トイレ

大和塀
ギャラリー

大和塀
ギャラリー大和塀

ギャラリー

カフェ

子育て支援施設
歴史展示
ギャラリー

手洗い

ストリート

ストリート
ﾋﾟｱﾉ

可動ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｾﾙ

風除室

校長先生

◆DEN（小部屋）は回復（静かな場所）です。

倉庫

▼



既設校舎棟へ
のブリッジ

学内で交わる

学内で交わる 地域と交わる

・のんびり休み時間を過ごせます(^_^)
・校舎をバックに集合写真パチリッ！

◆環境技術に配慮した計画

本棚と読書スペースが融合した書架
ユニットです。キャスターで移動も
でき本読みの場所を選択できます。

◆内外をつなぎ学習や
憩いを促す縁側空間

自然環境の活用だけでなく、空調
照明設備などの効率化を図り、
『NearlyZEB』の実現を
目指します。

スロープで
読み聞かせ

ごろごろライブラリー

学びの空間 屋上 遊び・学びの空間 ストリート スロープ

登下校時のわくわく開放廊下

ライブラリーセル

ライブラリーセルのぼり棒 滑り台

学びの空間 ガリレオ実験

ライブラリーセル

１２ｍの無柱空間柳本を見渡せる

月見台

のぼり棒 滑り台

学びの空間
スロープ ガリレオ実験中

スロープで読み聞かせ

憩いの空間
運動場との間の緑の階段

屋上庭園（柳本テラス）につながる立体的回遊性
を作り出します。スロープを使った理科の実験や
遊びの場、子どもたちの展示ギャラリーとして使
います。

龍王山 大和青垣

階段

ストリート
スロープ

魚いるで！

ﾖﾓｷﾞﾓﾁの 
ﾖﾓｷﾞかな？

ﾃﾗｽ給食の

ＥＶ

日だね

あとで
黒塚行こよ

ビオトープ

屋上庭園（柳本テラス）

草屋根

回遊

回遊

回遊

回遊

外部の学びの場であり憩いの場でもあります。青空教室や
テラス給食など多様な使い方により異なる学年の交流を図
ります。朝顔の鉢植えや植生観察、雨水利用によるビオト
ープを通してネイチャーポジティブの学習にもつながりま
す。また花火大会などのイベントの際には地域に開放し地
域交流の場ともなります。

スロープ床には目盛りをつけ、
ミニカーを転がして床仕上ごと
の「摩擦の違い」を体験できる
実験スペースになっています
展示ギャラリー
スロープ沿いや踊り場のギャラ
リーには子どもたちの作品を展
示し、学びと発表につながる場
として利用されます。

ストリート

夏

太陽光パネル

クラス

ルーム職員室大和塀
北風

草屋根（蒸散）

雨水利用

冬

雨水

屋上庭園（柳本テラス）

今度流し
素麺だって

児童はわくわくしながらどこからでも教室へ
アクセスできます。セキュリティと開放性を
両立しています。(B－1セキュリティライン

◆学習や遊び
回復を促す
仕掛け

◆ストリート、スロープ、屋上庭園 からなる立体的学習空間

ごろごろライブラリー
姿勢にとらわれず本と
向き合えます。読書へ
の親しみを高めます。

ブックセル
本棚と読書スペースの
融合書架ユニット

◆長期荷重に耐えられる高耐久性能

既設校舎棟

木造＋鉄骨梁ハイブリッド構造の採用に
より木造大規模空間を作ります。

ーもっと自由にもっと楽しく柳本の楽校へー

ガリレオ実験中

黒塚古墳

異学年の交流
DJ放送局

テラス給食

【様式6ー2】Ｄ－１ 応募者独自の提案に関する項目

チームの設計担当は地元小学校の卒業生として地域や児童の
生活環境を理解しており、校舎玄関前の桜の木々は、入学式
の思い出として親しまれ、校歌や校章にも使われる象徴です。
これらを残しながら新しい学びの場を創ることで、地域の記
憶と未来をつなぐ学校づくりを目指します。

木造合理化工法による平屋建てで構成し、経済性
施工効率性を重視するとともに、ストリートと各教室を分棟にす
ることにより将来の変更・更新にも対応する構成とします。
また中央部に耐火構造のコアを設けることで、各区画の床面積を
1000㎡以下とし「その他建物」扱いの木造の計画としています。
さらに我々には大規模木造建築の施工実績は多数あります。

天理市の小学生たちと一緒に“自分たちの理想の学校”について
考えるワークショップを行い、多数の意見（遊び・学び・食・
くつろぎ・挑戦など）を抽出しました。これらの声を計画に反
映することで、児童の主体的な発想に根ざした、実現性の高い
提案としています。

児童とのワークショップによる実証性 構造について地元環境への深い理解（地域性）学校への思い入れ
建築士会の活動として町内防災訓練に参加し、「我が
家の簡単耐震診断」や「避難所運営ゲーム(ＨＵＧ)」
の体験デモを行いました。住民とともに防災意識を高
め、建築専門チームの立場から地域の安全づくりに寄
与しています。

◆建物の動線

ストリートの家具

【様式6ー２】Ｂ－2 常識にとらわれない楽校「つくり」

Not a school

雨水（貯留）利用
学校農園への水まき
朝顔とゴーヤを育てる

眺望

眺望

ガーゴイル

異学年の交流

テラス給食

夏祭り花火

ガーコイル

夏

単なる廊下ではなく、教室間を連結する建物の背骨と
なる空間です。各教室とつながり、可変性と柔軟性の
ある利用を可能にします。学年やクラスの垣根を越え
て、学びの場や遊びの場が広がります。ライブイラ
リーセルやヨギボーコーナーなどと連動することで、
より一層交流が深まります。

チムニー効果

を参照ください。)

柔軟な間取り変
更に対応するこ
ができます。

天井高を高くし、上部に窓を
設けることで、煙突のように
効率的な自然換気ができます。



ー柳本の歴史と自然が教室となり社会へ発信する学校ー

▼

黒塚公園

黒塚古墳
黒塚資料館

▼

▼

古墳への眺望

柳本歴史軸

シンボルツリー

柳本メディアセンター

広場

柳本ゼロ

配置 図 0 5 10ｍ

太陽光パネル
柳本ゼロ

柳本ゼロ

広場

イメージパース 黒塚古墳からのぞむ

草屋根

「柳本ゼロ」水準点がある場所に設ける。
円墳形でメインの入り口のサイン庇である
さらに山の辺の道の情報発信の場、山の辺
の道へのスタートの場とする。
みんなで作成する発表・配信の場である。

「柳本リビング」「柳本ダイニング」
地域の人が集うサロンやカフェとなり、憩いながら
さりげなく常に子どもたちを見守る。
（ICTの活用により防犯カメラによる安全対策も行う）

「広場」は元公民館の広場と一体と
なり「やなぎもと祭り」などのイベ
ント時には歩行者天国と一体的な広
場として使うことができる。「歴史展示ギャラリー」公民館や地域に

眠る柳本独自の歴史資料（甲冑）などを
展示し山の辺の道来訪者にも通りすがり
に見てもらう。

景観と一体化する「草屋根」と「大和棟」
柳本上ツ道の町並みと呼応する大和棟の屋根形状は
新たな地域のランドマークとなるとともに建物全体
の通風・換気にも利用して地域デザインに環境技術
の新解釈を加えて後世に継承する。また草屋根は黒
塚古墳や大和青垣の風景とも調和する。

「大和塀ギャラリー」北側キャノピーの出入り口前
には「大和塀」を設ける。機能的には風よけである
がみんなの展示物のギャラリーとしても利用する。

シンボルツリー
既存の桜

「屋上庭園（柳本テラス）」からは黒塚古墳や
柳本の町並み、遠くには大和青垣を望むことが
できる。古代から近世、現代に至るまで変わら
ない風景を実感でき、子どもたちの原風景とし
て記憶にとどめられる。

大和塀ギャラリー 柳本縁側 内部に柳本リビングと柳本ダイニング

【様式6ー２】Ｂ－３ 地域と共にある楽校「みんなの学校」

Not a school
①まちとのつながり軸（地域コミュニティの活性化につながる場所）
柳本駅と山の辺の道をつなぐ道を「まちとのつながり軸」と設定しました。

この軸をもとに地域の人々が集まってきて、広場や地域活動施設で世代を超えた
交流をします。また広場は元公民館跡地の広場と一体となり「やなぎもと祭り」
などのイベントの際には歩行者天国として一体的な広場として使うことができます。

②柳本メディアセンター（はじめて柳本を訪れた人々と地域をつなぐ場所）
公民館機能をあわせもつコミュニティースクールをさらに進化させ、柳本来訪者に

地域と小学校がともに情報発信するみんなの学校「柳本メディアセンター」を目指
します。年間数万人通るであろう山の辺の道への来訪者動線を引き込み、山の辺の道
や周辺の歴史に関する学習の成果と柳本町、地域の人々の魅力をを発表・発信する場
とします。このような外部への積極的な配信が楽しい学習へつながると考えます。

③柳本歴史軸（地域の記憶をみんなで共有する場所）
黒塚古墳、資料館から小学校へ続く桜並木を「柳本歴史軸」とします。

歴史に出会い、歴史から学ぶ場所で地域の誇りであることを意識します。二つの軸の
結節点に柳本小学校があります。また古墳と公園と一体化した小学校と位置付けます。

大和棟

小学校周りの動線は行き止まりがなく自由に
回遊ができる。死角のない活発な回廊となる。


